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てきたが、そのような中でリボソーム合成に関係する遺伝子 28S ribosommal DNA 
(RN28S1)が関与する複数の新規融合遺伝子を同定した。 15 歳男性に発症した
t(6;14)(q25;q32)を有する混合表現型（T/骨髄性）急性白血病の白血病細胞を用いて FISH
法を行ったところ、14q32 上の BCL11B と 6q25 領域の遺伝子が融合している可能性が考
えられた。そこで cDNA バブル PCR 法を用いて、BCL11B の転座相手遺伝子の同定を試
みた。その結果、130bpの PCR産物を含む一つのクローンで BCL11Bのエクソン 3（34bp）
と 28S リボソーム DNA の配列(96bp)との融合を確認した。この結果は RT-PCR でも確認




細胞株で PCR 産物が認められた。バーキットリンパ腫細胞株 HBL-5 では 367bp の PCR
産物が得られ、RN28S1 (248bp)が IGKV3-20 (119bp)と融合していた。また、多発性骨髄















合成の働きを担う MYC の結合部位を３つ有している。今回同定した RN28S1 融合遺伝子
では、切断点よりも 5’側に MYCの結合部位が存在していることから、3’側で相手遺伝子と
融合している RN28S1 は MYC の結合サイトを有しておらず、MYC を介する rRNA 合成




で の 再 構 成 が 知 ら れ て お り 、 こ れ ま で に TLX3-BCL11B、 BCL11B-TRDC や
HELIOS-BCL11Bの染色体転座が報告されている。COG1はゴルジ複合体構成に必須であ
り、ゴルジ複合体はグルコシル化反応や小胞輸送に関わっている。COG には 1〜8 までの
ファミリー遺伝子が存在し、その中の COG5は子宮平滑筋腫において HMGA2との融合が
報告されている。rDNA の腫瘍形成における役割については今後の更なる検討が必要であ
るが、今回の発見は腫瘍発生メカニズムの解明だけに関わらず、ヒトのゲノム構成やリボ
ソーム DNAの機能の解明にも貢献するものと考えられた。 
 
 
